
受賞年

受賞タイトル

区　分

フリガナ

制作者名

フリガナ

大学・学部・学科

フリガナ

推薦者名

作品名

概　要

Ⅱ.　生活ディスプレイデザイン
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高塚　玲菜
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日野　雅司 准教授

創造の楼閣

　　　　　近年、働く時間や通勤時間の削減などにより、生活に時間のゆとりが生まれた。
　　　　それとともに、ハンドメイドやDIYといった、モノを作るコトが、暮らしの中において身近に

　なったのではないだろうか。
　今後より一層、ものづくりが生活を豊かにするきっかけになると考え、これまでのプロとアマ
チュアが分割されたあり方ではなく、誰もが創造を形にできる時代に、クリエイターや地元の
人が垣根を越えて活動を展開する場として設計する。
生活と制作が緩やかにつながる街『台東区・松が谷』でこの街に行き交う人と人、人とモノ、
それらが誘発するコトのための結節点として提案する。
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高塚　玲菜

創造の楼閣

敷地

台東区には地場産業

を中心にそれらの専

門店となる問屋が広

域に分布している。

この地域で活動する

クリエイターは、材

料調達のため、アト

リエや工房から自転

車を利用して問屋に

訪れるなど必要なも

のがこの街でそろ

う。

人通りの多い道に対し、鉄骨造で梁をかける。

人々を巻き込むとともに、構造で生まれたピ

ロティ空間が制作のためのアクティビティを

生む。また、H形鋼を利用した可動式証明を

つけることで個人の作業に幅を与える。

動線計画

地場産業 モノづくりクリエイター

ダイアグラム

階段棚

通り沿いから探検するように入る日常の結節点 集積と生業の再編

探し物を探すようにモノをかき分けていくような体験

量産されている商品を求めていく人もいれば、 掘り出して自

分だけのものを見つける人もいる。 気づいたら違う空間にい

るかのように外側と内側を緩やかにつなぐ。

観光地のポテンシャルを生かす

産業集積はこの街の日常である。

上野 ・浅草といった観光地に隣接するというポテンシャル

を生かし、 産業に孤立しない日常を展開する空間として

いく。

上野 浅草敷地

観光地 観光地日常

再編

線状に広がる集積を立体的に組み上げ、 多様な空間が

交錯する

線状 立体

通り

建物内に端材をストックスペースを設ける。 近隣の問屋から

モノづくりに必要な素材を調達する。

クリエイターは素材を探して量産できたり、 オーダーされた

ら依頼にあったモノを探したりできる

消費者もここに訪れることで作品を買ったり、 クリエイターと

同じように素材を探して買ったりできる。

近年革製品や、 アクセサリーをメインにクリエイターがアト

リエを構えたり、 ハンドメイド作家が増加傾向にある。

一方で作業空間が建物内部へ配置されている街とこれら

のモノづくりクリエイターは数多くある作品から固定のファン

を増やし、 顧客を増やすことが重要となる。

時間や期間を気にせず利用できることが気軽さにつなが

る。

集積の特徴から空間を組み上げる

アーケード
1 階の商業空間

通り
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